
こどもの居場所プロジェクト

こどもの遊び・学び・体験
プロジェクト

こども視点のまちづくり
プロジェクト

Project１

Project２ Project３

多様な価値観の尊重

居場所

相談

活動

・カウンシル
・チャレンジ

・アウトリーチ

⚫ 地域での多様な体験
⚫ こども・若者の主体的な学び

⚫ こども視点の施策づくり
⚫ こども・若者のチャレンジ

⚫ 若者の多様な価値観に合った働き方・出会い
⚫ 仕事と子育ての両立
⚫ 地域の受容性

切れ目ない支援

⚫ 経済的な不安を抱えているこども等の支援
⚫ 中学校卒業後の情報共有と早期の自立支援
⚫ 相談しやすい体制づくり

体験

・体験活動

こどもの権利

⚫ こどもの権利の尊重と周知

基盤・土台

・横つなぎ
・情報共有

BASE

こども・若者の幸福度

意見が言える・やりたいこと

の実現・社会とのつながり

自己肯定感・シビックプライド

理 念

大切な考え方

① こどもの想いを尊重する
② こどものつながりを育む
③ みんなでこどもを支える

生きる権利、育つ権利、
守られる権利、参加する権利

施策の構成

朝来市こども計画の理念・骨子の考え方

【参考】・市総合計画（上位計画）将来像「人と人がつながり幸せが循環するまち」
・国こども大綱「こどもまんなか社会（全てのこども・若者が身体的・精神的・社会的
に幸福な生活を送ることができる社会）」を目指す。

こどもがまんなか 幸せつながるまち

資料１



こどもたちが自分らしく過ごすことができるまちは、こどもも大人もだれもが幸せに暮らせるま
ちです。朝来市は、将来にわたってこどもたちが幸せに暮らせるまちをつくるため、次の３つ
のことを大切にします。

①こどもの想いを尊重する
こどもの権利はこどもが主体であることをみんなで理解します。こどもは自分の想いや意見を表
現でき、みんなで一人一人の個性や気持ち、「やってみたい」を尊重します。

②こどものつながりを育む
こどもにとって人とのつながりは幸せに生きていくために大切な環境です。家庭や学校・職場だ
けでなく、地域も世代も超えたつながりを育みます。

③みんなでこどもを支える
こどもの悩み・家庭の悩みを、その人だけのものにしません。こどもはもちろん周囲の大人も、
困ったときやしんどいと感じたときに、お互いに「助けて」と言いあえる地域社会をつくります。

大切な考え方

理 念 こどもがまんなか 幸せつながるまち
キーワード・大切なポイント

こどもが主体／こども視点／こどもがまんなか／幸せ／つながる／みんなも幸せ／未来・次世代／
まち／朝来らしさ



こ
ど
も
の
権
利

みんなで育てる「こどもの幸せの木」

こ
ど
も
の
権
利

3

2

1

切れ目ない支援 多様な価値観の尊重

地域で遊んだり体験することで、
こどもが主体的に学べる場をつくります。

思いっきり
遊ぶことができる

のびのび
好奇心を広げる

体験・出会いがある
ワクワク

自分らしくいられるありの
まま

安心して自分の
気持ちを話せる

あんしん

「やってみたい」
を実現できる

チャレンジ 自分の想いで
まちが変わる

みらい

こどもの「やってみたい」を応援し、
こどもの視点からまちづくりにアプローチします。

幸せの実が
みのる
こどもも大人も幸せに

木を育てる
こどもも大人もともに

土を耕す
大人がこどもを支える

失
敗し

ても

大丈
夫

不安や困難を抱えているこどもが安心して
自立できるまで、切れ目なく支援します。

いろいろな価値観があることをみんなで理解しあい、
自分らしい働き方や生き方ができる地域社会をつくります。

こどもの遊び・学び・体験 こども視点のまちづくり

こどもの居場所
こどもが自由に過ごすことができ、

いろいろな人や情報につながれる居場所をつくります。
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